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木田先生を偲ぶ 

金井 美彦 

 木田先生に出会ったのは私が 20歳、先生は 50 歳だったと思う。学部の学生には教授は遠い人という

イメージだった。しかし専攻を旧約に決めてから折に触れて先生にいろいろな質問を投げかけると、非

常に丁寧、かつ深く答えてくださった。当然ながら 20 歳の自分には先生の学識は巨大すぎて、全く及

びもつかないものだった。しかし、この感想は後にある現代思想の教授から聞いた言葉から思うに、自

分の若さだけの問題ではなく、ある種絶対的なものだったようだ。その教授は「木田先生は何でも知っ

ているのでうかつなことは言えません」と言ったのである。ある時ゼミで、「ぼくはニューヨーク時代、

朝 2 時に起きて勉強した」と言ったので、私は「朝 2時」というのは表現が間違っていると思いつつ聞

いていたが、その後の言葉は驚きで、「勉強しすぎると目から血が出るんですよ」と笑っていた。 

 やや常人離れした所もある先生だが、基本的にせっかちだった。晩年からは想像できないが、当時は

非常に歩くのが速く、また見知らぬ場所へお呼ばれの時、必ず角を一つ手前で曲がるとのことだった。

しかしこれは先生の短所ではなく、先生は要するに決断力に長けていたのだ。先生は蚕室中央教会との

姉妹教会の時も即座にその提案をしたのだった。 

 先生を知る方は人柄が温厚、おおらかで屈託をあまり感じさせない方という印象だろう。しかし、山

梨時代のある時、「僕は心が狭いのですよ」とポツリとおっしゃった。それは 70 年問題で袂を分かった

ある教授から、先生の著書への高い評価を含むお便りを頂いたことに触れてのことだったと記憶する。

日本の大学人であの時代に大きな傷を負った人々が多いのは私の世代でも知っているが、先生はまだ

そのわだかまりをうまく越えられないもどかしさをお感じになっていたのだと思う。それが「心が狭い」

という表現になったのだろう。 

 先生はそうした自分の弱さを越えるためなのか、あまりに多くの難題を引き受けてきたように思う。

難問山積の山梨英和で様々な方面からの「声」をひたすら耐えて聞いていた。これを預言者的と評価す

ることもできるが、今はもう少し別な評価が可能だと思う。当たり前だが先生はやはりプロテスタント

のキリスト者だった。先生は常に自らを神の視点から顧み、自らの足らなさを厳しく自覚し、それを乗

り越えていくという意味で、実に内省的な方だったように思う。そのことを強く感じたのは前夜式に歌

われた故人愛唱歌のルターによる「悩みの淵より」を歌った時だった。2節にある「世にある人みな力

の限りにいそしみ励みて正しく生くとも聖なるみ神の恵みを受くるにたれかは足るべき」を先生ご自

身が歌う姿を思う時、ある種の覚悟を常に呼び起こしていたのではあるまいか。 

 しかし先生はこうした姿勢を人に押し付けるようなことは一切なかった。学問的には勿論厳しい方

だが、それとて学び研究する人の主体性やその学びへの必然性を待つ姿勢が顕著であった。そしていか

なる学生であれ、その個性を完全に尊重し、その可能性が開花するのを助けるのであった(これを月本

教授は葬儀の追悼のあいさつで「木田先生の公平さ」と表現した)。 

 木田先生の最後のお仕事は先生よりはるか先に召天された弟子の小野寺幸也氏によるオールブライ

トの訳書『石器時代からキリスト教まで』(日本基督教団出版局、2013 年 3 月 25 日)の監修であった。

その「監修者のことば」で先生は次のように書く。「…イスラエル宗教の根拠である啓示を認めなけれ

ば、それはもうただの神話であり、聖書も倫理的に優れているがそれだけの古代文書にすぎず、現代人

とは何らの直接の関係を持たない神話伝承の集成にすぎなくなってしまう。…」（444頁）。これは著者

オールブライトを評価する中での言葉だが、先生ご自身がおそらくその立場を一貫して堅持してきた

のだと今は思う。 

先生の他者への深い思いやりと、聖書の啓示に基づくたゆまぬ前進への意志を自らの糧としたいと、

今つくづく思う。 


